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１．「青森県助産師会総会」の お知らせ     
  

 

日時：令和 8 年 5 月 23 日（土） 

午前：10 時～総会  

    午後：13 時～研修会 

テーマ：安全管理を踏まえた産後ケア（仮称） 

       講師：日本助産師会専務理事 黒川寿美江氏     

場所： アピオ青森 大研修室 2 
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2．保健文化賞（第一生命主催）受賞                                  

おめでとうございます ！ 
 第一生命主催 保健文化賞贈呈式に

て 
令和７年保健文化賞に応募した結

果、長年のあかりの活動が認めら

れ、第77回保健文化賞をいただくこ

とが出来ました。11 月 19 日明治記

念館での贈呈式には青森県助産師会

の代表として白濱と福井が出席し、

翌20日の天皇陛下拝謁には三浦会長

が出席しました。 

この賞は第一生命保険株式会社が

１９５０年に創設し地域保健・医

療・国際保健などで顕著な功績を上

げた団体や個人を顕彰する賞で主催

は第一生命保険株式会社で後援は厚

生労働省・朝日新聞厚生文化事業

団・ＮＨＫ厚生文化事業団です。 

 

厚生労働大臣の表彰状には 

「貴団体は多年にわたりプレコンセプションケアを実践する健康教育を通して次世代の健やかな成長の

促進に大きく貢献しその業績は誠に顕著なものがあります   

よって保健文化賞の趣旨によりこれを表彰します」  厚生労働大臣 上野賢一郎 

 と記してあり顕彰される団体ごとの文言になっていることが分りました。 

 本当に長年の助産師会の活動がこの様な形で認められ大きな副賞も頂けて今までから現在までの皆さ

んの活動のお陰だと心から嬉しく感謝しています。またお陰様で令和７年の第 77 回の賞に白濱奈々子

を皆様の代表として贈呈式に送り出して下さって誠にありがとうございます。顕彰の折には北からなの

で表彰状をいただくのも副賞のトロフィーなどをいただくのもすべて青森県助産師会が最初でしたので

大変緊張いたしました。 

 明治記念館では懇親会でのお食事は立食でしたがテーブルまで運

んできて下さり緊張がほぐれた白濱はしっかり堪能しました。福井

さんは他団体の方などと積極的に

交流されていたのであまり召し上

がれなかったようです。今回は７

の重なりがあってラッキーセブン

で大変めずらしい体験をさせてい

ただきました。ありがとうござい

ました。 

 

白濱奈々子：文責 
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3．理事会より 
                                      会長 三浦初枝 

 

一般社団法人青森県助産師会は今年、第 77 回保健文化賞に受賞しました。これは第一生命の社会貢

献事業で保健衛生の分野で活動されている方に贈られる賞なのです。今年で 77 回ということはかなり

歴史があるということが分かります。 

私たちの受賞となった「いのちのお話チームあかり」の活動に対して業績内容を以下のように記載さ

れていました 

 

小学生を対象とした「いのちの教育」を通して、自他の健康意識を育み、子どもたちの成長を支援 

するとともに、プレコンセプションケアの実践として健康管理の重要性を啓発し、次世代の健やかな 

成長の促進に貢献している 

約 23 年前より開始されましたあかりの活動が評されたことは大変うれしいことです。そして、 

 “いのちのお話チームあかり”を、次の世代へしっかりと受け継いでいき、この講座を聞いた青森県の

親子が信頼し幸せに過ごせることを心から願っています。 

 

さて青森県助産師会の下半期の活動を振り返ってみます 

①9 月 19 日 中泊町 子育て教室実施 参加者 6 組 保健師＋保育士 5人（実施者：福井、三浦） 

②11 月３日 「いいお産の日」in ひろさき 弘前ヒロロにて実施 来場者 48 名  

③11 月 5 日 あおもり防災チャレンジを実施（県下一斉！シェイクアウト訓練）   

a 会員の安否確認 b県内助産院へ防災グッツの点検を行う等を呼び掛けた 

④「安全管理評価ファイル」を県内の助産所へ呼びかけ集計後日本助産師会へ  

提出 した。 

⑤11 月 23 日 アピオ秋祭り 2025  助産師会の展示の中で防災グッズの展 

示した。大人と子供を含め 101 名の参加者 

⑥12 月 7 日 23 時 52 分頃青森県東方沖を震源とする最大震度６強の揺れが観 

測急性期を経て、12月8日午前7時30分から、会員の安否確認を実施した。 

⑦3月13日平内町 子育て孫育て講座実施 参加者12名 スタッフ3名（実 

施者：蛯名） 

今年は“孫育て“の講座の依頼が市町村から 2 件ありました。ママたちおばあちゃん達一緒に悩みな

がら子育て孫育てができ、笑いのある家庭の中で子どもが育っていくことが望ましいと感じます。青森

県助産師会の活動の中の”孫育ての講座“も、今後市町村に PR できればと考えます。 

今年は夏が熱すぎました、そして冬は雪のないクリスマスから突如の大雪で交通困難になりました。

それでも赤ちゃん訪問や、産後ケアで訪問し、お母さん・赤ちゃんを見守りケアを実施してくださった

青森県助産師会の皆様には感謝しかありません（一県民として）。自然との驚異の闘い？の中、お母さ

ん・赤ちゃんの笑顔を見られて幸せな私たちです。今年度もあと少しで終わりますが、私たち助産師会

の活動はますます成長できると信じ、お母さんの笑顔を絶やさないよう活動していきたいと思います。 

 

 

4．活動報告 
 

1） 「地域委託事業部」活動報告 
   地域委託事業 三浦初枝 

 

地域委託事業部では、事故などなく順調に事業の展開が出来ています 

①委託事業（9 月～2 月）は、13 市町村で実施され、妊婦産婦新生児訪問は、121 件、産後ケアは、

263 件、妊産婦教室・両親学級他 22 回行いました。また、②電話相談レディースサポートほほえみ 

活動報告（9 月～2 月）は、思春期に関するもの 17 件、成熟に関するもの 1 件、更年期に関するも 1
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件、その他 3 件でした。思春期の悩みを抱えている子供たちはなぜか助産師会にたどり着き相談してく

るのです。相談対応されている 2 人の助産師は時には訴えを受け止め、時には思春期教育を実施し温か

く対応していただいています。 

 

2019 年の母子保健法改正により、2021 年 4 月から市町村による「産後ケア事業」が努力義務化

された頃からは、産後ケアの料金が値上げされていることが日本助産師会の代表者会議に出席し他県へ

の聞き込みで分かってきました。令和 8年 1月に日本助産師会では都道府県に向けて調査を実施してい

ます。今後日本助産師会での調査結果より、令和 9 年度以降の産後ケア料金の値上げについて青森県委

託会議で決めていきたいと考えています。 

「産後ケアガイドライン」では、産後ケアは、助産師等の看護職が中心となり、母子への支援を行うこ

と、ケア実施者は定期的な研修を受けることが明示されています。 

日本助産師会からもこれらの研修を受けることは「産後ケアを行う助産師の質の担保」であるとい

われています。市町村の皆さまには長年にわたり、青森県助産師会を信頼し依頼してくれていること=

私たち助産師のケアの「品質を保証」がされているわけですので、是非助産師の皆様はこの研修を受講

していただきたいと考えています 

 

 

2）「いのちのお話プロジェクトあかり」活動報告 
                                  あかりリーダー 今 鶴代 

 

平素よりあかりの活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。 

令和 7 年度は小学生講座を 75 校、中学生講座を 8 校と昨年度と全く同じ合計 83 校で講座を開催で

きました。 

令和 7 年度のご案内は次年度のカリキュラムに組み込んでいただくことを期待して、６年度末の 2

月末に郵送してみましたが、これは現場の教員の方々を混乱させる結果になってしまい、講座の申し込

みが伸び悩みました。そこで、10 月末に再度県内全小学校にご案内を郵送し、この後は申し込みが前

年度と同程度まで回復しました。 

さて、本年度はとても実りの多い年でした。今年度の 4

月から 6 月までは何人かで分担してあかりの活動のマニ

ュアルを作成し、それをまとめて 7 月には理事会に提出

することができました。 

また、令和 6 年度から始まった中学 1 年生対象講座の

模擬授業を、山端澄子氏を講師に実施し、講座の内容を再

確認しました。チラシも完成し、今年度からは有料で講座

を開始することができました。 

11 月には日本乳幼児精神保健学会の第 5 回学術集会

（大阪）において、福井りみ子氏があかりの活動をポスタ

ー発表し、自身が「いのちの教育」のシンポジストを務めさせていただきました。準備期間が短く大変

ではありましたが、日頃のあかりの活動を発表することができ、多くの参加者の方からあかりの取り組

みを褒めていただきました。更に、青森県助産師会が春に応募

していた第一生命主催保健文化賞（厚生労働省後援）の受賞が

決定し、11月19日には白濱奈々子元会長と福井りみ子前会長

が授賞式に参加して表彰状を頂き、翌 20 日には三浦初枝会長

が天皇陛下のご拝謁を賜りました。 

平成 15 年に第 1 回目のいのちのお話出前講座が青森市立甲

田小学校で開催されてから 23 年が経ち、長い間こつこつと続

けてきたこの活動の意義が認められたことに喜びを感じ、とて

も誇らしく思いまし 

た。しかもこれによって 200 万円の賞金を頂き、あかりの

20周年記念誌の作成費用や、必要物品の補充費用に充てさせて
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いただきました。 

 

年が明けて 2 月に入ってからは風張青森県教育長が八戸市

立是川小学校の講座を見学にいらっしゃいました。風張教育

長は講座の途中で何度も頷きつつ、時折目頭を押さえながら

話を聞いて下さいました。受講後は「とても感動した。この

授業は青森県内の全ての 4 年生に受講させたい。受講できる

子とできない子がいるのは不公平だ。何とか方法を考えまし

ょう。」と言ってくださいました。 

その後、風張教育長の勧めもあって、守川県健康医療福祉部長と坂上県教育次長、県こどもみらい課

の三上氏も青森市立甲田小学校のいのちのお話出前講座を見学にいらっしゃいました。子どもの自殺が

増え続け、その対策が急務となっている昨今、この講座の内容は子どもたちにとって

必要な内容であり、親子双方に有意義な講座であることを印象付けることができまし

た。 

このように成果の多い年であった一方で、気を引き締めて取り組む必要性を感じさ

せるインシデントやヒヤリハットもありました。長い活動の中で世の中が変化し、受

講する親子の特性も変われば、私たちの対応も変わっていかなければなりません。あ

かりの活動を更に向上させるために今回の反省を生かしていきたいと思います。子ど

もたちのいのちを守るこの尊い活動が長く続いていきますように、会員の皆様今後も

ご協力をお願いいたします。 

 

 

3）「にんしん SOS 青森」の相談事業【県委託事業】   

                          にんしん SOS いっぽ リーダー福井りみ子 

       

にんしん SOS 青森事業は、予期せぬ妊娠などにより、身体的、精神的な悩みや不安を抱える若年妊

婦等に対して、専門職による相談支援を行っています。誰にも言えない、前向きに捉えられないといっ

た妊娠葛藤を抱えるかたの相談を匿名、無料で行っています。 母子の生命と健康の危機を回避するとと

もに孤立を防ぐために、母子が必要とする支援（医療・福祉）に繋ぐこと等を、おこなっています。 

今年 2 月緊急避妊薬が市販化されました。アフターピルは避妊の失敗のほか性暴力被害など「緊急避

妊薬」として使われます。「予期せぬ妊娠」を防ぐため、指定された調剤薬局でその薬が購入できます。

女性の健康と権利を守るための大きな前進といえます。不安を抱えて過ごす女性が少しでも減ることと

思います。ただ、医療現場やオンライン上でも、避妊への誤解や知識不足に直面することはまだ多くあ

ります。緊急避妊薬へのアクセス改善が進むと同時に「正しい服用時期」や「普段からの確実な避妊法」

などの正確な情報が社会に行き渡ることが不可欠と思っています。男性も含めて誰もが避妊を正しく理

解し、きちんと向き合う一歩になることを強く望むところです。 

今回の市販化される事に関しては望まない妊娠を防ぐための大切な一歩であり、

それはすなわち、女性自身が望む人生を手に入れるための大切な一歩と考えます。

子どもをもつのかもたないのか、もつのであればいつ頃かなど、自分の未来は自分

で決めていく、そのための選択肢を身近に持てることは、ひとりの女性として、ど

う生きていくかは自分で決める権利を得ることだと思います。因みに調剤薬局では

購入意思を伝え「緊急避妊薬を購入したい」と伝えチェックシートの記入をし、安全に服用できるかど

うか、既に妊娠している可能性はないかなどを確認します。そして、薬剤師の面前で服用し、妊娠を防

止できたか、服用 3 週間後に妊娠検査薬で確認するか病院を受診することが大切です。72 時間以内に

内服しても 100％妊娠を回避する事ではないことも知ってほしいです。 

緊急避妊薬があるからといって、計画的な避妊がいらない訳ではなく、年齢や生活環境などを考えて、

自分にあった避妊法を選択することが大切さも、伝えていきたいと思います。 
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4）いいお産の日 ｉｎ ひろさき 

 
昨年、１１月３日いいお産の日 inひろさきが、ヒロロ3階健

康ホールで、開催されました。 

助産師会メンバー、看護協会(職能委員会)メンバー、両講師

の先生、総勢数十人以上の参加のもと開催されました。 

 

 

 

5．その他 
１）第 99 回日本助産師会通常総会 及び 第 82 回日本助産師学会 

日 時：5 月 15 日～5 月 16 日 
    会 場：一橋大学一橋講堂    ※詳細は、季刊誌「助産師」もしくはホームページ参照 

    

２）研修会のお知らせ 
   日 時：9 月 日にちは未定（交渉中） 

   テーマ：新生児のフィジカルアセスメント  ※クロックミップ必須研修 

   講 師：県立中央病院 総合周産期母子医療センター：新生児科部長 池田智文 

    場 所：未定 
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